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幅岡県探銅所地区珪次石調査報告

高　 橋 博＊

On　t血e　Wollastonite　Deposits　of　Said6s血o　Dis重ric重，Fukuoka　Prefec亡ure

By

Hiroshi　Takahashi

Abstract

　　The　Paleozoic　formation　in　this　district　is　divided　into（1）Tagawa　metamorphic　seτies，

composed－mainly　of　semischist，（2）Hirao　limestone　series，composed　mainly　of　limestone　and

（3）non－metamorphosed　sediments，composed　of　phyllitic　rocks　a耳d　limestone．They　are　intruded

by“Kurate　type”granodiorite，metaga夢bro　and　many　hypabyssal　rocks．

　　』Pyrometasomatic　ore　deposits　and　skam　zones　develop　in　the　contact　parts　of　granodiori㌻e

and　limestone．The　wollastonite　deposits　are　found　in　these　skam　zones．

　　At　the　No．61evel　of　the　Honk6deposit　in　the　Yoshiwara　mine，the　writer　observed

the　large　ore　body　which　consists　of　wo11astonite　and　gamet　skam。The　deposit　is　mostly

composed　of　wollastonite associated　with　a　little　amount　of　chalcopyrite，brown　gamet　and

『
g
reepish　or　colorless　pyroxene　minerals．　But　this　ore　body　has　been　mostly　mined　out　for

copper　ore．

　　In　the　Zurine　mine　and　Kanehira　mine，the　writer　observed　small　wollastonite　deposits，

．but　they　include　more　gamet　and　pyroxene　minerals　and　less・orel　minerals　than　that　of・the

Yoshiwara　mine．

躍

要　　旨

当地区に広く分布する非変成古生層と平尾石灰岩層は

石灰岩層を含み，所々で花醐閃緑岩体により貫入され，

その接触部に多数のスカルソと鉱床が形成されている。

当地区で，珪灰石スカルンの最大のものは吉原鉱山本坑

鉱床6番坑銅鉱体で，黄銅鉱を含んでいるが，含有量の

少ない良質部もある6現在はほとルど銅を目的に採掘し

つくされた。小規模の珪灰石スカルソはズリネ・金平両

鉱床に存在しているが．』品位は良好とはいえない。珪灰

石ほいずれの場合も不純物として柘榴石を最も多く含

み，他に輝石類を含んでいる。

1．緒　 言

福岡県下採銅所地区には所々に石灰岩層の分布をみ，

大小の花嵩閃緑岩体により貫ぬかれ，両者の接触部や後

者の接触変質帯にスカルンおよび接触交代鉱床が多数賦

存する。当地区は稼行の歴史が古く，また多くの種類の

鉱物産地としても名高い。珪灰石は以前から産出するこ

～
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1・

、地質調査所月報（第9巻第10号）

とが知られており，珪灰石調査の初年度にあたつて昭和

31年9月29日から10月15目まで，当地区の珪灰石の

賦存状況調査を行つた。

　　　　　2。位置および交通
　　　　　　　　　よぶの　　　　　　　ごロや
　調査地域は福岡県小倉市呼野，・田川市岩屋，田川郡香

春町にわたり，小倉市街の南方直距15～25kmにあた

る。この地域の東側には国鉄田川線と小倉一田川間の県

道が通じ，南西部は炭田地帯に接しており，・交通と搬出

の便はきわめてよいQ

3．沿革および現況

　口伝によれば，和銅年間に本地区で銅鉱石を採掘した

といい，当地の地名もそこから起きたという。本地区最・

大の吉原鉱山は明治以前から採鉱されているが，その最

盛期は明治時代で，その後，いくどか休山し，鉱業権者の

交代があつた。戦後鉱業権が大運産業株式会社に移り，

現在同社により銅鉢と硫化鉄鉱を対象に稼行され，近隣

の鉱山から1も買鉱して，浮游選鉱も行つている。吉原鉱

山本坑鉱床以外の多数の鉱床はいずれも小規模で，銅・

硫化鉄・モリブデレ・タソグステソ等の鉱石を産する

が，その多くは休山している。

　平尾台西斜面と香春岳では石灰石鉱床が大規模に採掘

されている。すなわち，一ノ岳は目本セメソト，車尾台

は磐城セメソト乏日本セメソト（呼野鉱山）により採掘さ

れているが，近年呼野鉱山は貫入火成岩脈の多いヒとや

断層裂罐の多いことなどにより閉山され，一方昭和31

年秋，小森附近で築豊石灰石工業KK：．により東谷鉱業

所が新たに開所された。

　珪灰石に関しては，鉱物標本採集地として知られてお

り，スカルン鉱物としても度々報告されているが，稼行

されたり，工業原料として関心を払われたことはまつた

くない。

　　　　　　4．地形および地質

　この地区東側沿いに小倉から英彦山へ通じる低地があ

り，、これはN－S断層（小倉一田川構造線）により形成さ

れた地溝帯で，香春地溝と呼ばれている。分水線は地溝，

中にある金辺峠を通りゴほ黛『NE－SW方向に走つてい

る。古生層と火成岩からなる山地はかなり開析が進んで一

おり，不規則な稜線を示し，一部は晩年期の地形を呈し

ている。石灰岩からなる平尾台は準平原の跡をよく残

し，見事なカルスト地形を示し，同じく石灰岩からなる

香春岳ぱ，主として花崩閃緑岩からなる緩やかな地勢の』

上に突兀としてそびえ，南から一ノ岳・ニノ岳・三ノ

岳の3岩峰を有する。古期岩類からなる当地区の南西端

は，NW－SE走向の福地山断層により断たれ，爽炭層を

含む新生代の地層からなる低地に移行す為。

　この地区の地質は主として古生層と火成岩類からな

る。古生層は広く分布し，・平尾石灰岩層，田川変成岩層

と非変成古生層の3層からなるが，いずれも時代は未詳

で，層序学的研究や地質構造の解明などもまだ詳しくは

行われていない。火成岩類としては，、鞍手型に属する花

嵩閃緑岩の広い分布をみるほか，変塩基成岩と多数の半

深成岩脈が知られている。

　田川変成岩層は小倉一田川構造線の東側に分布し，低

度の広域変成作用を受け，石英千枚岩・石墨半片岩・陽

起石半片岩・緑泥半片岩などからなる。断層による擾

乱や複雑な小摺曲を伴なうが，大局的には走向ENE－

WSW，傾斜Nの単斜構造を示している。

　平尾石灰岩層は田川変成岩層の上に位し，平尾台・香春ド

岳・岩屋附近に分布している・主として石灰岩からなる

が，平尾台では下部に黒色半片岩と緑色半片岩が観察さ

れる。平尾石灰岩層はすべて接触変質作用を蒙むり，石

灰岩は中ないし粗粒の結晶質石灰岩に変化し，所々にス

カルンと鉱床の形成がみられる。平尾台の西側はNNE－

SSW系の数本の断層によ．り断たれ，呼野附近ではその

下部および内部に花嵩閃緑岩の貫入を受けている。

　香春岳と岩屋附近の石灰岩は平尾台の石灰岩層の延長

と考えられている。両者とも花闘閃緑岩上のルーフ・ペ

シダン’トとされているが，三ノ岳をとりまく諸鉱山の採

掘および探鉱の進行とともに，その底面が大ぎく屈曲し

ていることが明らかにされたo

　非変成古生層は，松本達郎のいわゆる北九州非変成秩

父累層群に属し，変塩基成岩体により2分されて北部と

西部に分布している。平尾石灰岩層および田川変成岩層

とは断層で接し，相互の関係は明らかでない。この古生

層もごく低度の汰域変成作用を蒙むり，千枚岩質岩石か

らなる。当地区の北部に分布する非変成古生層は，その

南部では主として珪質岩・砂岩・粘板岩ないし千枚岩か

らなるが，北部では塩基性火成砕屑岩や塩基性火成岩類

からなり，中部では多数の石灰岩層を挾んでいる。この

古生層も呼野附近において小規模に花嵩閃緑岩の貫入を

受けているが，その接触変成作用とスカルン化作用は比

較的大きく，千枚岩はホルンフェルスおよび珪質岩に，

塩基性火成岩質岩石は片状角閃岩に，また石灰岩は結晶

質にそれぞれ変化し多数のスカルン，および接触交代鉱

床が形成され，そのなかの吉原本坑鉱床は当地区最大の

規模を有する。

　花崩閃緑岩は牛斬山一帯に広く分布し，呼野附近では

非変成古生層と平尾石灰岩層中にいくつもの岩株や岩脈

として露出している。この花醐閃緑岩はいわゆる鞍手型

の諸特徴をもつている。すなわち，捕獲岩や岩体内部の
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・地質調査所月報（第9巻第10号）

変化が多く，石灰岩との接触帯において閃緑岩えの漸移’

や含楯石透輝石混生岩の形成などが観察され，スカルン

や接触交代鉱床の発達がみられ，中ないし細粒で，有色鉱

物としておもに黒雲母と角閃石を含んでいる。鞍手型花

醐岩類の貫入期は，富田のジルコン法などにより新白璽

紀といわれており，当地区に賦存する多数の接触交代鉱

床や若干の含金石英脈鉱床の運鉱岩と考えられている。

なお，嘉穂型花嵩岩は調査地区の東方に分布している。

　変塩基性岩は牛斬山北西方，非変成古生層中に広い分・

布を景すもので，牛斬山の花嵩閃緑岩体とは断層で接す

る・斑励岩質の貫入岩体で・瞬起石・普通角閃石・斜長

石・不透明鉱物および残存普通輝石などからなり，岩体

の周辺は千枚岩化している。貫入の時期は花嵩閃緑岩よ

り古いとされているが，正確なこ一とは明らかにされてい

ない。

　半潔成岩脈は幾種も知られている。最も普通に発達す

るもの億石英斑岩と角閃玲岩で，吉原鉱山，香春岳の附

近などに各数条みられ，N　S方向のものが多い。、燵斑岩

・薫達’
嘔乱

露　頭

　　　　　　　　　　　　　　　　　がぜめよし
は2種類あるが，いずれも変質しており，頂吉と長浦附

近のものには石英・斜長石などの捕獲結晶が含有されて

いる。

　この地区のおもな断層を記すと，その1つは：NNW－

SSW方向の断層で，香春地溝はこの種の断層（小倉一田

川構造線）により形成されたものである。ほかには：NW－

SE系統のものが発達し，また吉原鉱山の坑内では，地

層の走向と平行な古い断層と観察されている。

5．鉱　　床

　5．1　吉原鉱山および呼野附近

　大運産業株式会社吉原鉱山は当地区取大の本姉鉱床を

主体とし，杉谷・坑口・大道・米山・頂吉・天狗などの

小規模鉱床からなる。これら諸鉱床のうち，珪灰石鉱床

として重要なものは本坑鉱床である。

－本坑鉱床は粘板岩（ホルンフェルス〉を上盤とし，石灰

岩を下盤とする接触交代鉱床で，第1鉱体・第2鉱体・

束硫化鉱体・西硫化鉱体および6番坑鉱体の5鉱体から

第
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第1表X線回折線
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No一ρ＿＿．．＿＿一．、＿＿F｝下＿．＿＿一．＿．．＿

　　珪灰石No．7956Wo（120～150mesh）6S
　　吉原鉱山産
Photo．by磯沼　1957．4．26
Target　Cu　　ガイガーフレツクス使用137”
Filter　Ni’

なる。第1・第2鉱体ほ主として黄銅鉱を産出し，往

時盛大に稼行され，富鉱部での品位はCu20％，Au
209／t，Ag3609／tであづたと㌧，・われる。また，・産状に

つ、・ては第1鉱体は最大厚さ20m，延長70m，．落し

N70。E，また第2鉱体は下盤の石灰岩中に賦存するが，第

1鉱体に類似し，最大厚さ10m，延長60m，落しN70。E

であつたと伝えられている。第1鉱体は明治年間に稼行

され，現在はまつたく稼行されていない。第2鉱体も

1945年以前にお』むね採掘を終わり，現在少量の残鉱を

出している。

　戦後，3番坑の下の東・西硫化鉱体が発見され，1948

年から52年まで稼行された。ともに黄鉄鉱を主とする

筒状鉱体で，その横断面は東西方向に長い。すなわち，

東硫化鉱体においては長径最大20m，短径5～10m，

延長70！n，落しN40～500Wで他の鉱体と異なり，ま

た鉱体中央部では結晶が大きく，一辺が20cm前後の巨

晶も産したという。西硫化鉱体は本硫化鉱体と類似し，

その長径最大15～20m，短径5ん10m，延長約40m，

落しN70。EであつたQ

　6番坑鉱体は，現在吉原鉱山の銅鉱石の大部分を産出

している鉱体である。この鉱体は5番坑の奥で発見さ

れ，その後第2鉱体とは細脈で続いていることが確認ざ

れた。鉱体は楕円錐体状で，下部ほど大きく，昭和31年

秋には底面の広さは最：大に達した。すなわち，鉱体は3

番坑の約70m下から肥大し始め，90m位下でNW一
＄E方向8～9m，NE－SW方向17～ユ8m，その下約20m

でNW－SE方向12《・13m，NE－SW方向約25m，さら

2．308

2．189

2．171』

1．984

1．921

1．811

1。760

1．722

1．536

1．473

1．460

1．362

に約20m下で最大規模のNNW－SSE方向約20m，

ENE－WSW方向約40mに達した。

　スカルンは著’しく肥大したが，底面が急にホルンフェ

ルスに移化し，また北限をなしていた石英斑岩の西端が

尖滅して，’スカルソはその背後に移り，規慎を著しく縮

小したが，その東端が同じく尖滅してい為と推定される

も51条の石英斑岩脈を挨みつつ，さらに下部へ延長し

ている○

　この鉱体は上部の諸鉱体と異なつた特色をもつてい

る。（1）鉱体の形態。（2）落しは一N40。一W，70。。（3）

スカルンは下盤の石灰岩中に存在する。（4）スカルソは

柘榴石スカルンと珪灰石スカルンからなり，特に後者が

非常によく発達している。（5）黄銅鉱は珪灰石スカルソ

中ンこ胚胎しているo

　第4図について，以下に坑内地質に関して説明を加え

る。6番坑鉱体のスカルン嫡珪灰石スカルソと柘榴石ス

カルンに分けられ，両者の間には漸移帯が存在する。珪灰

石スカルンは主とし七珪灰石からなり，その壁開や結晶

の間，割れ目などに沿つて黄銅鉱・輝石類・柘榴石など

を含有する。珪灰石は長さ1～10数cmの白色結晶で，、

扇形集合をなして産する。肉眼的には純度が高いように

思われるが，その粉末を検鏡したところでは，部分的単

微小な不純物でかなり汚染されているようである。屈

折率は％2ニ1．630±0．001，％F1．618±0，001である。

柘榴石は不純含有物としてはもつと．も普通で，褐色の

≦2mmの小粒である。屈折率は＞1．741で灰馨柘榴石

に近いものであろうと思われる。珪灰石に含有されてい
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　　る輝石類は多くの種類のものがあるように思われる。す

　　なわちあめ色を呈するものと緑色ないし無色のものがあ

　　つて，1屈折率は1．64から1．7に及んでおり，微小な不

・　　純物により汚染されている場合が多い。黄銅鉱は6番

　　坑鉱体においては葦灰石スカルン中に胚胎し，品位は変

　　動があるが大体3％位である。黄銅鉱のほかに黄鉄鉱も

　　含有挙れ。また北側の石灰岩との境界附近では少量の方

　　鉛鉱が観察された。その附近では極小規模ながら，珪化

　　石灰岩が観察され，珪質部分に黄銅鉱の含有が認めら

　　れる。

　　　柘榴石スカルンは主として濃い赤褐色を呈する灰鉄

　　．柘榴石からなり，輝石類・緑簾石・珪灰石・黄鉄鉱など

　　を含む。珪灰石ス肉ルンとの接触部では，両者は不規則

　　搾抹をなして互に入混る、が，その直接接触部分の柘榴石

　　はその色を減じ，．淡黄緑色化する。この色の薄い部分

　　は，Fβ203に多少富むが，同じく灰鉄柘榴石に属する

　　’ものであるといわれている。

　　　石灰岩は坑内南半分と北壁の一部にみられ，完全に再

　　結晶し，白色中粒である。石灰岩は粘板岩（ホルソフェ

　　ルス）を挾み，立坑附近でホルンフェルスに漸移する。

　　当坑の底面の過半を占めるホルンフェルスは走向EWで

　　翠黛急傾斜し，石灰岩との間堂こ断層もなく，その境界面

　　は坑内南西端から東北東に向かつて緩傾斜し，立坑直北

　　の盤際で4m位のくぼみをなしていたといわれる。これ

　　らの点から両者の関係は岩相の横の変化ではないかと考

　　えられる。ホルンフェルスは暗紫緑色を呈し，一般に暗

　　紫部を石基とし，脈状・斑状またはレンズ状をなす緑色

部を含んでいる。前者は主として黒雲母，後者は主とレ

て陽起石質鉱物からなる。また，ホルンフェルスは著し

く珪化されており，白色珪質細脈が観察され，黄鎌鉱

を含み，緑簾石脈などに切られている。黄鉄鉱はホルン』

フェルス中に少量であるがよく含まれ，比較的緑色部

に多く，≧ぎには細脈を形成している。

　半深成岩類で6番坑にみられるものは石英斑岩と玲岩

である。ともに岩脈で，当坑の北東端で交交している

が薯相互の関係は観察できなかつた。、6番坑の上部から

スカルンのほ黛南東限に沿つて玲岩が存在しているが，

著しく緑泥石化作用を蒙づて暗緑色を呈する。石英斑岩

も緑泥石化作用を受け暗緑色を帯びてい為。車要組成鉱

物は石英・雲黒母・角閃石および斜長石である。

　6番坑鉱体の特異な形態については，石灰岩と石灰岩一

中のホルンフェルスの境面に沿つでスカルン化作用が働

いた折，当所で両者の境界面が北向きの階段状をなして

いたため，局部的にスカルンが大きく形成されたものと

　　　　　　　　　セ考えられる・なお，その折に交叉して存在する石英斑岩脈

と，、南東側の玲岩および他の構造的要素がなんらかの役

割を演じたか否かについてはデータをみつけていない。

　本坑鉱床の他の鉱体では珪灰石は第2銘体下部から小

塊をなして産するほかは知られていない。本鉱山から産

出した鉱石鉱物としては，黄銅鉱・黄鉄鉱・輝蒼錯鉱．・

クラプ＃一ト鉱・自然蒼錯・輝水錯鉱・‘方錯鉱・閃亜錯

鉱・硫砒鉄鉱・磁硫鉄鉱・キューパ鉱・自然金・自然

銅・輝安鉱・毛鉱？・四面銅鉱・赤銅鉱・磁鉄鉱・赤鉄・

鉱・褐鉄鉱・孔雀石・ブーランジェ鉱などが報告されて
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いる。なお，スカルン中の小空洞から白色粘土状物質を

産する。

　当鉱山の他の諸鉱体からは珪灰石を産しないが，ズリ

捨場には多量の珪灰石が含まれている。Lかし，珪灰石、

域外の多量のズリとまつたく混合していて，回牧は困難

である。また，浮選尾鉱にも主として珪灰石からなるも1

のがあるが，導れも他の尾鉱と奪つたく混合していて回

牧は困難である。

　吉原鉱山周辺地域の珪灰石の産地を次に記す。露頭と

しては良好なものは発見でぎなかつたが，門司水源地南

西方で含珪灰石珪質岩の薄層を含む小スカルソが観察さ

れた。鉱床としては，、平尾台西端の宝台鉱山は銅・モ、リ

ブデンを目的に採掘された鉱山で，そのろカルソ中に珪

灰石を産するが，坑内状況は不明である。他の諸鉱床も

’珪灰石を産出しないか，坑内状況不明かで，吉原本坑鉱

床のように大規模の産出は期待Lえない。

　5．2　三ノ岳周辺と旧採銅所村地域

　香春3峯のうち三ノ岳の中腹は金属鉱床を伴なつたス

カルンにとりまかれている。スカルンは花嵩閃緑岩と石

灰岩の接触面で，その屈曲の度め大ぎい所に形成されて

いる。なお，この石灰岩は宗丹，ズリネ鉱山においてはそ

れぞれ西および南傾斜で花崩閃緑岩中に深く落ち込んで

いるが，横鶴鉱山ではゆるい北傾斜で花嵩閃緑岩上に乗

つている。当地の諸鉱床からは鉱石鉱物として黄銅鉱・

黄鉄鉱・磁硫鉄鉱・硫砒鉄鉱・灰重石・輝水錯鉱・方錯

鉱・閃亜錯鉱・輝蒼錯鉱・自然蒼錯などを産出し，スヵ

ルンは柘榴石・珪灰石・透輝石・灰鉄輝石・緑簾石など

からなる。珪灰石は柘榴石一珪灰石スカルンとして産出

し，横鶴鉱山とズリネ鉱山でみられる。また少量の珪灰

石は宗丹・床屋などり鉱山でも産出したことがある。

　ズリネ鉱山の柘榴石一珪灰石スカルンは2カ所で観察

されるQその一つは中部坑道内で，柘榴石スカルソと石灰

岩の間に数m存在し，後者とは断層で接している。「他の

一つは，中部坑口西方約40mの露岩の一部で，その下部

は石英閃緑岩と接している。なお，当鉱山の東部坑道と

西部坑道の状況は明らかでない。柘榴石一珪灰石』スカル

ンは吉原鉱山の珪灰石スカルンに似ているが，柘榴石を

より多く含んでいる。すなわち，’白色の珪灰石の2～10

数cmの扇形集合中に，褐色ないし帯緑色の数mm～

数cmの柘榴石を斑状に含み，柘榴石め方が多い場合に

はほ璽自形をなす珪灰石によりポイキリティヅク組織を

呈している。当鉱山の柘榴石一珪灰石スカルンは，吉原

楽

O　　　　　　　zo　m

～

睡蚤研岩層

醗籔携ブ石榴石

懸柘榴石肋ルン

第6図，ズリネ鉱山中部坑坑内地質図

本坑鉱床のそれに較べ小規模であり，柘榴石を多く含む

欠点を有するが，’観察された範囲内では鉱石鉱物は微量

にしか伴なつていない。

　ズリネ鉱山に産出する鉱石鉱物としては，黄銅鉱・黄

鉄鉱・孔雀石・褐鉄鉱・磁硫鉄鉱・硫砒鉄鉱・方錯鉱・

閃亜錯鉱・輝水錯鉱・輝蒼錯鉱などで，横鶴・宗丹・床

屋鉱山で共通に産出する鉱石鉱物は，黄銅鉱・黄鉄鉱の

ほか灰重石・輝水錯鉱・硫砒鉄鉱・輝蒼鉛鉱ぞある。

　ニノ岳には灰重石を産出する竜神鉱山があり，その立

坑附近には珪灰石スカルンが存在するというが調査はで

きなかつだ。一ノ岳にも小規模の不カルソが形成されて

いるが珪灰石は産出しない。香春岳のほがにも旧採銅所

村内に接触交代鉱床がいくつかあるが，いずれも休山中

で，記録によつても珪灰石の産出はないようである。

　5．3　岩屋・広谷地区

　牛斬山の花嵩閃緑岩体の西縁沿いに点在する石灰岩に

は，三ノ岳の諸鉱床によく似たスヵルシと金属鉱床が形

成されている。金平鉱山には珪灰石スカルンが発連して

いるもののようで，ズリ中にかなり珪灰石が散在してお

り，坑内状況ば不明であるが，立坑上部入口附近で多少珪

灰石が観察される。すなわち，立坑上部には柘榴石スカ

ルン中に数10cmの塊状をなして産し，また入口附近に

は石灰岩と柘榴石スカルソの間数10cmの幅に珪灰石・

石灰岩・柘榴石の3者が不規則に互いに入りくんで産出

している。その産状や性質は三ノ岳産のものによく似て

いるが，珪灰石と直接接する柘榴石はその緑色が一層強

いo

　本鉱山では輝水錯鉱を産出したといわれる。

　大和鉱山も往時坑内で珪灰石を産出したといわれる

が，坑内の状況は不明で，露頭も柘榴石スカルンだけがみ

られる。なお大和鉱山は鉱石鉱物としては黄銅鉱・黄鉄

鉱・磁硫鉄鉱・磁鉄鉱に少量の輝水錯鉱・閃亜錯鉱・キ

41一（705）



聾，

齢

欝、

Eし

1

地質調査所月報（第9巻第玲号）

5あ

卿

300

卿

100

漁

1953年宮久三干年氏年図

κ

　　　xl
　L、　　X　xL
L　　L　、

『η

’
’

4　　■
　／

0 500m

一

L　　　」 L

　　　　　　　　　ヒ

ト　　Lプ
L　　　　　　　L　　　L　　　L

　L　 レ　　L　　レ1、＼一」一『　　　　L

緊
　、
　　　　　r　　　　『　『　　　　　o
　　　　　o　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　舳

　トく
ノ’一鵬、

電 衡

レ　　L

L
’
〆

レ／

淑

i！川，

　君

『7

・
、1

L　　　L　　　L

L

L

L

L

、、r　x

Ll

l　x〆
、鉱

濯

秘田
L

床屋鉱

L　　　L

し　　　L

磁

・鷲愚李．・藻
　　O　　　　　　　　　　o　　馬

・。。。㌔。　。　。
　、。　　。＼
　1・・。く0σ
　1・　。　o　ぺ　。
　蒐呉oξ．£乏塾、｝植

　　　．ノ
　　　，γρ
　　．グ

影協
準。・0・

乙

髪ノ 石
L

8

　　ク紬示
　　　　　丹　　り
　㌧x　長鉱　　ネ
L　L　x　山　　鉱r
L ，　x

L

L　賢　　つ

／
一尾ン㌔＼
／oσ。

・　．ニヅz

L

＼
＼

　＼
　＼
　．＼
　　￥
　　＼

θ

L

國　　田川変械岩　　　匡団平尾石灰岩

自翻岩一
皿珪雛質千慌

翻　　角閃玲岩　　緑色岩類

団　　鞍手型花閏閃緑老　　　』
匡コ石英閃緑岩一トナライト

田含聯餌臨

囲　　スカルンおよび鉱体　　　　　び團扇購物腱
［二］沖麗

／気断層

L

G

’＼

￥

＼
＼
＼
＼
＼

　　　　α　　　　　’一　　　　　『

　　キ　　　　　ヨ

　　　　ー　　搬ナノ

　t〉
〉　V

ノ

7
ヤ十

　　　　￥
　　　　、　　　　　￥黛、・

　　　　千1〉
　　＋冒＋ヤ1　v￥、
　冬　＋＋1〉
十　 十

’、一1

簿
調

夢v

伊

3
も

第7図三ノ岳周辺地質1および断面図（宮久三千年原図）　’

42一（706）

黛



＆ f q o 刈

〆

麟 Q
O 図 雄 諏 蒔 蔓 諄 窺 図 瞬 》 μ
1 → 舟 強 図

o

同
　
　
　
　
　
庚
‡

　
　
　
　
　
梱
モ

　
　
　
　
　
圏

　
　
　
　
　
鄭

　
　
　
　
　
d［

・
團
醐

× ご 鮮 ＼■

i…
ヨ

δ o　
　
田

O
　
　
H
陛

ヨ

団
E

創 滴 削
E ㎜ ※ 翫 薪 団E

○ 　　
　
　
　
　
口
　
「

　
　
　
　
　
　
「
「
「

　
　
　
　
口
「
「
　

「

　
　
rr
rr
rr
r口
「

　
　
「
　
　
　
　
　
「
「

　
　
r「
　
、

　
　
「
「
「
「
「

　
　
「
「
　
「
「
　
「

　
　
　
　
　
　
「

　
　
　
「
　
　
　
　
　
｛
・
「

　
　
「
　
「
　
「
　
「

　
　
　
「
　
　
　

「

　
　
　
「
　
r「
　
「

r
rr
rr
r　
r　
r£
「

「 「

皿

「

「

＼
＼
へ

＼

藪 　　
　
、

口
「
；

「
解
写
護

r　
　
　
「
　
　
　
「

「
　
　
　
「

「
「
「
「

「

「
「
「

　
「
；
「

　
　
　
　
　
　
　
「
　
「
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
　
∩

l
I
－

「

「
　
　
「

「

「
　
「

「
「
「
「

r「
「
ン

　
「 「

rン
　
　
「
「

山 ⊆
〉
o

噴 m m

「

「 rE
欝
言
汁

「
「
　
　
r

　
．
r　
　
　
　
「

も ＼

r1
「
「

　
r　
　
rr
ト

r
r
　
　
「
「
　
　
「
　
　
、
こ
9

　
「
　
　
　
　
　
「
　
r鼎
「

　
　
　
r　
　
「
　
　
「
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

灘
ピ
轄
・
幕
「

欝
一
一

：
「
「
一
「
教
蔓
欝
誉

☆
誉
’
鈴
』

o

’

証
・
一

猷 函 掴 踏 醤 轄 碁 図 醸 黒 湖 闘 瞭 雛 玲 粛
F

繭 韓



L

地質調査所月 報（第9巻第10号）

ユーパ鉱・斑銅鉱・硫砒鉄鉱・褐鉄鉱などを産した。

磁石山と竜田鉱山は珪灰石を産しない。

6．鉱　　石

　鉱石について分析その他2，3の試験を行つているが，

現在までまだ完了していない。

　予備的実験によれば，強力な電磁分離器を使用すれば

黄銅鉱・柘榴石は比較的よく分離できるが，輝石類を除

去するのには磁場の強さのかなり強い電磁石を必要とす

るようである。珪灰石および不純含有鉱物の分離精製は

まだ完全なところまでいつていないが，三田村製7極電

磁分離器で5回精製した資料を，日本電信電話公社通信

研究所の堀社員のもとで，最高1，200QCまで加熱した結

果，淡褐色を呈する傾向を示した。その原因や除色法な

どの研究は今後行う予定である。一

　珪灰石はすでに知られているように広い用途を有する

が，ステアタイト磁器に代るもの≧しても優れ七いると

いわれ，珪灰石をおもに，BaCO3と粘土を適量配合し

て作つた磁器は，高周波絶縁物として損失係数が非常

に小さく，この種のものとして最高級のものを作りう

ることが知られている。なお，このものば焼成温度を

1，400。C位から1，20go台に下げることがでぎ，さらに

温度幅も広げられるので，製造上非常な利点を有する。

珪灰石の用途は広いので，使用目的に対応した鉱石とし

ての研究がなさるべきであると考える。

7．総　　括

　（1）採銅所地区における最も大ぎな珪灰石鉱床は吉

原鉱山本坑鉱床の6番坑鉱体である。現在までに，鉱体

の大部分を採掘し終えた観があるが，約6，000tの鉱量

があつたものと推定される。最近電気探鉱の結果を基に

新鉱体の探鉱が進菊られており，6番坑鉱体と同程度の

規模の珪灰石の新鉱体が発見される可能性が存在する。

なお，鉱石としては，銅を数％含有するが，少ない部分

もあり，柘榴石などの含有量が少ない点では優れている。、

今後，ズリおよび浮選尾鉱で珪灰石を主とするものは分

けて貯鉱することが望ましい。

　（2）　ズリネ鉱山と金平鉱山においては珪灰石鉱床ば・

小規模で，鉱量も前者は102t台であり，『後者はそれよ』

りも大であろうと思われるが，鉱石に柘榴石などを比較

的多く含んでいる。しかし，観察された範囲内では鉱石

鉱物に乏しい利点を有する。珪灰石スカルンを伴なう鉱

床では，鉱石鉱物として灰重石・輝水錯鉱・硫砒鉄鉱な

どをよく産出するようであるが，この地区には同康の鉱

物を産する鉱床が多く，小規模ではあろうが，珪灰石鉱

床が今後発見される可能性はある。

　（3）鉱石としては，含有鉱石鉱物と，含有する柘榴

石や輝石類の分離法が今後の問題となろう。また加熱し

た場含，・着色しやすい傾向があるようであるが，これも

問題点である5　』　　　　　（昭和31年9月調査）
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